
近
代
語
資
料
に
お
け
る
校
訂
に
つ
い
て

坪
内
適
遥
『
小
説
神
髄
』
の
場
合
を
中
心
に

増
　
井
　
典
　
夫

一、

w
明
治
文
学
全
集
』
本
文
に
お
け
る
校
訂
に
つ
い
て

　
坪
内
遣
遥
『
小
説
神
髄
』
（
明
治
1
8
～
1
9
年
）
は
、
日
本
で
の
最
初
の
近
代
的
文
学
論
と
し
て
、
文
学
史
上
、
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
も
の

で
あ
る
。
直
後
に
は
、
そ
の
著
述
の
理
論
を
実
践
す
る
試
み
と
し
て
三
読
三
歎
当
世
書
生
気
質
』
が
発
表
さ
れ
た
。
し
か
し
、
『
当
世
書
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
↓

気
質
』
の
方
は
、
文
学
史
上
で
は
「
近
代
小
説
と
は
言
い
切
れ
な
い
部
分
を
持
つ
」
も
の
と
し
て
、
あ
ま
り
高
く
は
評
価
さ
れ
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

　
し
か
し
、
国
語
学
研
究
上
は
、
『
当
世
書
生
気
質
』
は
、
明
治
前
期
の
口
語
を
と
ら
え
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き

た
が
、
『
小
説
神
髄
』
の
場
合
、
文
学
論
を
文
語
体
で
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
口
語
資
料
に
は
な
り
え
ず
、
『
当
世
書
生
気
質
』
の
よ
う
に

は
、
国
語
学
上
で
は
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
坪
内
遣
遥
作
品
に
お
け
る
『
明
治
文
学
全
集
』
な
ど
の
校
訂
の
問
題
に
つ
い
て
筆
者
も
、
い
く
つ
か
の
論
考
で
は
『
当
世
書
生
気
質
』
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

合
を
中
心
に
取
り
上
げ
て
き
た
。
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『
当
世
書
生
気
質
』
の
場
合
の
『
明
治
文
学
全
集
』
の
本
文
の
資
料
性
に
つ
い
て
松
井
栄
一
氏
は
、
か
つ
て
論
考
の
中
で
、
「
漢
字
表
記
や

仮
名
遣
い
・
ル
ビ
に
至
る
ま
で
す
べ
て
初
版
本
に
中
心
弩
と
述
べ
ら
れ
・
そ
覆
・
そ
の
記
述
は
不
適
切
だ
・
た
」
と
訂
正
さ
れ
る
と
い
う

　
　
　
　
　
（
4
）

経
緯
が
あ
っ
た
。

　
『
明
治
文
学
全
集
』
の
『
当
世
書
生
気
質
』
の
解
題
に
は
「
初
刊
本
に
よ
っ
た
」
と
あ
る
だ
け
で
、
校
訂
に
つ
い
て
は
他
に
は
何
も
記
述
さ

れ
て
い
な
い
。

　
松
井
栄
一
氏
が
論
考
で
述
べ
ら
れ
た
「
す
べ
て
初
版
本
に
忠
実
」
と
い
う
判
断
は
『
小
説
神
髄
』
の
、
『
明
治
文
学
全
集
』
の
解
題
中
に
示

さ
れ
た
校
訂
方
針
と
、
そ
の
中
の
「
以
下
の
諸
篇
も
、
ほ
ぼ
同
じ
方
針
で
あ
る
」
と
あ
る
記
述
に
よ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
『
明
治
文
学
全
集
』
（
昭
和
4
4
年
刊
・
稲
垣
達
郎
校
訂
）
に
お
け
る
、
こ
の
『
小
説
神
髄
』
の
「
解
題
」
の
記
述
を
、
次
に
挙
げ

る
。

本
巻
で
は
初
刊
本
に
よ
り
、
最
初
に
世
に
問
わ
れ
た
次
元
を
、
で
き
る
だ
け
変
更
し
な
い
本
文
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
た
。
以
下
の
諸
篇

も
、
ほ
ぼ
お
な
じ
方
針
で
あ
る
。
分
冊
本
第
三
冊
の
奥
付
に
み
え
る
正
誤
、
二
巻
本
の
下
巻
に
列
記
さ
れ
た
正
誤
（
あ
る
い
は
修
正
）
は
、

も
と
よ
り
吸
収
し
た
ほ
か
、
あ
き
ら
か
な
誤
植
・
誤
記
と
判
断
さ
れ
る
も
の
は
正
し
た
け
れ
ど
も
、
著
者
通
用
と
思
わ
れ
る
用
字
（
不
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
た
い
　
せ
い
た
い
　
し
か

儀
、
構
ふ
、
班
・
斑
の
流
用
そ
の
ほ
か
）
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
ま
た
、
ル
ビ
も
、
お
り
お
り
混
乱
を
見
か
け
る
が
（
世
態
、
世
態
、
詩
歌
、

謝
肋
、
そ
の
ほ
か
）
必
ず
し
も
統
一
し
な
か
っ
た
。
変
体
仮
名
は
ハ
、
バ
以
外
は
普
通
体
と
し
た
。
（
孤
頁
上
段
）

　
こ
の
よ
う
に
、
以
上
の
記
述
を
見
る
と
「
漢
字
表
記
や
仮
名
遣
い
、
ル
ビ
に
至
る
ま
で
『
明
治
文
学
全
集
』
本
文
は
初
版
本
に
忠
実
」
で
あ

る
か
の
よ
う
に
読
め
る
。
「
以
下
の
諸
篇
も
ほ
ぼ
同
じ
方
針
」
と
あ
り
、
こ
の
記
述
を
信
頼
す
る
と
、
『
小
説
神
髄
』
の
後
に
収
め
ら
れ
て
い
る

『
当
世
書
生
気
質
』
の
『
明
治
文
学
全
集
』
所
収
本
文
も
、
「
初
版
本
に
忠
実
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
受
け
取
れ
る
も
の
で
は
あ
る
。
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と
こ
ろ
が
、

で
あ
る
。

こ
の
記
述
の
信
頼
性
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
。
『
明
治
文
学
全
集
』
で
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
箇
所

　
ニ
つ
け
い
し
や
ら
く
　
　
　
　
さ
ん
ば
い
つ
く
　
　
　
た
ぐ
ひ

①
滑
稽
酒
落
な
る
三
馬
一
九
の
亜
流
あ
れ
ば
（
3
頁
上
5
行
）

　
　
　
　
　
と
ほ
　
　
そ
の
り
　
　
う
ん
　
　
　
　
よ
　
　
う
た
が
ひ
　
　
へ
う

②
い
ま
ひ
と
通
り
其
理
を
論
じ
て
予
が
疑
團
を
表
し
つ
べ
し
（
5
頁
上
1
4
行
）

　
上
記
の
箇
所
は
初
版
分
冊
本
で
、
第
三
冊
の
奥
付
に
「
正
誤
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
①
の
「
酒
落
な
る
」
は
「
酒
落
に

鳴
る
」
の
誤
と
あ
り
、
②
の
「
表
し
つ
べ
し
」
も
「
表
す
べ
し
」
の
誤
と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
箇
所
は
『
明
治
文
学
全
集
』
で
は
訂

正
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
「
解
題
」
で
の
記
述
は
「
事
実
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
他
に
も
、
こ
の
「
解
題
」
の
記
述
と
校
訂
の
実
際
と
は
ず
れ
が
あ
る
よ
う
で
、
問
題
は
少
な
く
は
な
い
。
そ
し
て
事
は
『
小
説
神
髄
』
の
場

合
の
み
な
ら
ず
、
「
ほ
ぼ
同
じ
方
針
」
と
し
た
『
当
世
書
生
気
質
』
の
場
合
に
も
及
ぶ
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
の
『
小
説
神
髄
』
は
初
版
本
（
活
字
本
・
半
紙
本
全
九
冊
）
の
複
製
が
「
日
本
近
代
文
学
館
」
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で

の
初
版
本
本
文
の
検
討
で
は
、
こ
の
複
製
本
を
使
用
し
て
い
る
。
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二
、
漢
字
の
字
体
（
新
字
体
と
旧
字
体
等
）
に
つ
い
て

こ
の
項
で
は
、
用
字
の
問
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

迫
遥
作
品
に
お
け
る
『
明
治
文
学
全
集
』
で
の
校
訂
で
の
用
字
の
扱
い
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
近
代
語
資
料
に
お
け
る
校
訂
の
問
題
と
資
料
性
」

（
注
2
の
文
献
）
に
お
い
て
は
、
主
に
『
当
世
書
生
気
質
』
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。



　
今
回
の
『
小
説
神
髄
』
に
つ
い
て
見
て
も
、
「
解
題
」
に
書
か
れ
て
い
る
「
用
字
は
そ
の
ま
ま
」
と
い
う
記
述
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
り
、

新
字
体
・
旧
字
体
等
に
つ
い
て
は
、
「
用
字
は
そ
の
ま
ま
で
な
い
」
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
で
は
、
初
版
本
と
『
明
治
文
学
全
集
』
所
収
本
文
と
で
字
体
が
違
っ
て
い
る
漢
字
を
、
次
の
表
1
に
示
す
。
（
原
文
は
総
ル
ビ
）
（
一
字

に
つ
き
一
例
の
み
示
し
た
。
複
数
回
使
わ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
）
。

表
1⑫⑪⑩⑨⑧⑦⑥⑤④③②①

吉概纏1情鱗彊謁繍類麓1 初
版

本

（　　　　（

上　タ
巻　イ

丁

表表裏表裏表　　　　　　　　丁
P2　3　7　7　11　4　裏　裏　表　表　表　　　　　　7　1　9　4　1

数

旨概　清情　聲術　董奮　奇　者　類　祠
絶

明
治
文
学
全
集

7　　　5　　　5　　　5　　　5　　　4　　　4　　　4　　　3　　　3　　　3

頁

上　下　下　上　上　下　上　上　上　上　上
17　　20　　8　　　17　　6　　　3　　14　　7　　10　　4　　　1

頁
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⑳⑳⑳⑱⑳⑳㊧⑳⑳⑳⑳⑳⑲⑱⑰⑯⑮⑭⑬

僧薔閤冨前要党轄節鞠覆1甦禦軽
　　っ　　　　　　　　 体

　下
　き
6　　　2　　33　　30　　29　　25　　25　　24　　20　　20　　18　　18　　15　　13　　13　　6　　　5　　　5　　　5

裏裏裏表裏表表裏表表表表裏表表裏裏裏表14　　9　　12　　1　　7　　8　　4　　6　　4　　2　　6　　5　　1　　9　　　1　　3　　1　　1　　14

鴨起富前要黛藷巴銅士脈覆障辻＊青eロ曾眞

32　　30　　25　　22　　22　　19　　19　　19　　16　　16　　15　　15　　13　　12　　12　　8　　7　　7　　7

下上上下下下下上下下上上下上上上上上上19　　17　　11　　13　　3　　16　　11　　23　　4　　3　　16　　15　　10　　16　　7　　5　　21　　21　　20
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⑯⑮⑭⑬⑫
兼点来弁1東
る　別京1
（と
、

つ

け

い

）

42　39　38　29　22

表裏表表表
14　13　11　7　8

粂鮎來辮東京1

54　53　52　46　42

下　上　上　下　下

13　9　10　1　1

　
初
版
本
で
の
④
「
音
」
、
⑫
「
上
日
」
、
⑳
「
詠
」
、
⑱
「
冨
」
、
㊧
「
京
」
と
い
っ
た
字
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
④
「
奇
」
、
⑫
「
旨
」
、
⑳
「
脈
」
、

⑳
「
富
」
、
⑫
「
京
」
の
「
俗
字
（
異
体
字
）
」
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
⑥
の
「
画
」
の
字
で
あ
る
が
、
後
の
頁
で
は
「
書
」
（
3
丁
裏

2
等
）
と
い
う
俗
字
と
さ
れ
る
字
体
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、
「
書
「
と
い
う
字
体
は
初
版
本
で
は
見
ら
れ
な
い
。

　
特
に
問
題
と
思
わ
れ
る
も
の
は
⑲
の
「
摸
擬
」
で
、
現
在
で
は
『
明
治
文
学
全
集
』
の
「
模
擬
」
の
方
が
普
通
で
は
あ
る
が
、
漢
和
辞
典
で

は
「
摸
擬
」
で
も
載
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
解
題
」
の
「
用
字
は
そ
の
ま
ま
」
と
い
う
記
述
と
は
明
ら
か
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
以
外
は
、
初
版
本
で
い
わ
ゆ
る
「
新
字
体
」
で
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
『
明
治
文
学
全
集
』
で
は
「
旧
字
体
」
に
直
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
字
体
が
「
新
・
旧
」
両
形
あ
る
場
合
、
『
明
治
文
学
全
集
』
で
全
て
「
旧
字
体
」
に
統
一
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
序

の
「
緒
三
口
」
の
部
分
に
限
っ
て
見
て
も
、
「
戯
作
」
（
3
頁
上
2
）
で
は
「
戯
」
、
「
幾
千
万
」
（
3
頁
上
1
3
）
で
は
「
万
」
と
新
字
体
が
使
わ
れ

て
お
り
旧
字
体
の
「
戯
」
「
萬
」
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
（
こ
の
点
『
遣
遥
選
集
』
で
は
旧
字
体
に
統
一
さ
れ
て
お
り
、
方
針
が
一
貫
し
て
い
る

と
は
言
え
る
）
。

　
「
新
字
体
」
の
ま
ま
に
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
申
途
半
端
に
字
体
を
改
め
る
こ
と
な
ど
せ
ず
、
「
解
題
」
の
方
針
に
沿
う
形
で

の
「
字
体
は
そ
の
ま
ま
」
と
い
う
や
り
方
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
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以
上
、
漢
字
の
字
体
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
近
代
語
研
究
資
料
と
し
て

で
は
な
い
こ
と
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
初
版
本
と

表
2

『
明
治
文
学
全
集
』
本
文
を
見
る
場
合
、
「
初
版
本
そ
の
ま
ま
」

三
、
初
版
本
と
『
明
治
文
学
全
集
』
本
文
と
の
、
そ
の
他
の
校
異
に
つ
い
て

『
明
治
文
学
全
集
』
本
文
と
で
の
、
そ
の
他
の
校
異
を
次
の
表
2
に
示
す
。
（
ル
ビ
は
必
要
な
箇
所
の
み
示
し
た
）
。

初
　
版
　
本

丁
　
　
数

明
治
文
学
全
集

頁

　
　
し
O
る
い
①
種
類

（
上
巻
）
3
丁
表
3

　
る
剃
種
類

5
頁
下
2
0

②
也

7
　
裏
6

な
り

8
　
下
1
6

③
穰
．
　
　
に
ん
剖
や
う
④
偶
人

20
@
裏
2
2
0
　
裏
1
2

努
に
ん
訓
や
う
偶
人

16
@
下
1
8
1
7
　
上
4

　
　
　
1
⑤
配
濟
（
さ
し
か
た
）

21

@
裏
1
2

1
配
剤

17

@
下
1
0

　
　
　
1
⑥
解
ぜ
ざ
る

31

@
表
8

ー
解
せ
ざ
る

23

@
下
2

　
　
ー
⑦
娩
曲
（
え
ん
き
ょ
く
）

（
下
巻
）
3
　
裏
1
3

ー
碗
曲

31

@
上
2

　
　
　
ー
⑧
之
と
人
に
た
と
ふ
れ
バ
　
　
剖
ん
し
や
う
⑨
文
章

4
　
表
1
4
　
裏
2

　
1
之
を
割
ん
し
や
う
文
章

31
@
上
5
3
1
　
上
2
2

　
　
　
　
　
ー
⑩
た
・
ず
み
。
障
子
の

5
　
表
1
2

　
　
1
た
・
ず
み
障
子
の

31

@
下
2
3
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倒
う

倒
う

⑪
三
方

5
　
表
1
4

三
方

31

@
下
2
5

　
　
1
⑫
注
意
（
し
ゅ
ゐ
）

5
　
裏
1
3

1
主
意

32

@
上
1
3

　
　
　
1
⑬
す
ハ
は
ち
　
　
引
ん
じ
⑭
文
字

6
　
表
8
7
　
裏
6

　
1
す
な
は
ち
刷
ん
じ
文
字

32
@
上
2
3
3
3
　
上
1
6

　
　
　
ー
⑮
株
偶
（
し
ゅ
り
）

7
　
裏
1
1

1
株
離

33

@
上
2
2

　
　
　
　
　
ー
⑯
　
ほ
か
な
ら
バ
　
　
け
ん
引
⑰
倦
厭

8
　
裏
1
3
9
　
裏
9

　
　
　
1
ほ
か
な
ら
ず
け
ん
剤
倦
厭

34
@
上
4
3
4
　
下
5

　
　
1
⑱
稗
本
（
よ
み
ぼ
ん
）
体

12

@
表
1
1

ー
稗
史
（
よ
み
ほ
ん
）
体

36

@
上
6

　
　
　
ー
⑲
説
経
。
弄
齊

13

@
表
1
0

説
経
弄
齊

36

@
下
1
3

17@表
9
2
6
　
裏
1
2
2
7
　
裏
8
3
1
　
表
8
4
2
　
裏
3

39@上
1
1
4
5
　
上
5
4
5
　
下
5
4
7
　
下
1
4
5
4
　
下
1
8

　
　
　
　
　
　
　
ー
⑳
人
ら
し
く
も
な
れ
　
　
し
引
⑳
記
し

45
@
表
2
4
7
　
表
1
2

　
　
　
　
　
1
人
ら
し
く
も
な
き
し
引
記
し

56
@
上
1
9
5
7
　
下
1
7

⑰
く
だ
く
き
を

47

@
裏
2

　
　
　
1
く
だ
く
し
き

57

@
下
2
2

　
　
1
⑳
道
失
（
あ
や
ま
ち
）

48

@
表
6

ー
過
失

58

@
上
2
0
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こ
こ
で
は
『
明
治
文
学
全
集
』
で
「
す
こ
ぶ
る
」
（
2
8
頁
上
1
）
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
初
版
本
で
「
す
こ
ふ
る
」
（
3
8
丁
表
1
3
）
と
な
っ
て

い
た
り
、
「
れ
つ
ば
い
劣
敗
」
（
8
頁
下
1
2
）
の
ル
ビ
が
初
版
本
で
「
れ
つ
は
い
」
（
7
丁
裏
3
）
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
、
必
要
な
濁
点
が
初
版
本
で
落

ち
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
（
計
醤
所
ほ
ど
）
と
・
・
明
治
文
学
全
集
』
で
・
続
」
（
賀
下
7
）
と
な
・
て
い
る
ル
ビ
が
初
版
本
で
・
じ

ぶ
っ
」
（
下
巻
9
丁
裏
1
0
）
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
、
明
ら
か
に
必
要
な
文
字
が
落
ち
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
（
計
5
箇
所
ほ
ど
）
は
表

か
ら
除
い
て
い
る
・
ま
た
－
箇
所
初
版
本
で
議
む
」
（
訪
丁
表
H
）
と
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
て
、
・
明
治
文
学
全
集
』
で
の
「
議
む
」
と
い

う
ル
ビ
と
違
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
が
、
そ
れ
も
表
か
ら
は
省
略
し
た
。

　
た
だ
、
濁
点
の
有
無
に
つ
い
て
は
『
当
世
書
生
気
質
』
に
見
ら
れ
た
「
青
白
い
（
あ
お
し
ろ
い
）
」
の
よ
う
な
問
題
（
注
5
）
も
あ
り
、
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
や
く
に
ち
か
づ
ら

意
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
『
小
説
神
髄
』
に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
『
明
治
文
学
全
集
』
で
「
百
日
鍵
」
と
ル
ビ
が
振
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
や
く
に
ち
か
つ
ら

て
い
る
（
5
7
頁
上
9
）
も
の
が
初
版
本
で
「
百
日
霊
」
（
下
巻
4
6
丁
表
1
0
）
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
な
ど
は
、
微
妙
な
問
題
を
は
ら
ん
で

い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　
一
方
、
表
2
の
⑥
と
⑱
の
箇
所
は
、
初
版
本
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
解
ぜ
ざ
る
」
、
「
よ
み
ぼ
ん
」
と
濁
点
が
付
い
た
形
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ

る
が
、
特
に
⑱
の
「
よ
み
ぼ
ん
」
と
の
ル
ビ
は
誤
記
と
し
て
よ
い
も
の
か
微
妙
で
あ
る
。

　
さ
て
、
以
上
見
て
き
た
よ
う
な
所
で
は
、
『
明
治
文
学
全
集
』
の
校
訂
に
つ
い
て
「
解
題
」
の
記
述
に
は
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
用
字
だ
け
で
な
く
、
ル
ビ
等
に
関
し
て
も
「
初
版
本
そ
の
ま
ま
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
あ
と
残
さ
れ
た
問
題
は
、
「
初
版
本
そ
の
ま
ま
」
と
い
う
方
針
以
上
に
、
「
明
ら
か
に
誤
植
・
誤
記
と
判
断
さ
れ
る
も
の
は
正
す
」
と
い
う
、

そ
の
「
明
ら
か
な
誤
植
・
誤
記
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
私
の
立
場
と
し
て
は
あ
く
ま
で
資
料
的
価
値
を
見

る
な
ら
ば
、
た
と
え
「
誤
植
・
誤
記
」
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
「
初
版
本
本
文
を
尊
重
」
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
さ
て
、
表
2
に
挙
げ
た
校
異
は
計
2
8
項
目
だ
が
、
そ
の
う
ち
7
項
目
は
初
版
本
で
使
用
し
た
漢
字
と
は
違
う
字
を
『
明
治
文
学
全
集
』
で
使
っ

て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
③
に
つ
い
て
は
「
あ
き
ら
か
な
誤
植
・
誤
記
」
と
決
め
て
よ
い
の
か
疑
問
も
感
じ
る
。
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わ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
と
め

③
人
情
を
バ
灼
然
と
し
て
見
え
し
む
る
を
我
小
説
家
の
務
と
す
る
な
り

（
初
版
本
）

（『

ｾ
治
』
で
は
「
努
」
）

他
の
、
⑤
「
配
濟
（
配
剤
）
」
（
「
造
化
の
配
濟
」
と
の
表
現
箇
所
）
、
⑦
「
娩
曲
（
碗
曲
）
」
、
⑫
「
溢
齢
〔
王
意
）
」
、
⑮
「
休
偶
（
條
離
）
」
、
⑱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や
ま
ち

「
稗
本
（
稗
史
）
、
⑳
「
道
失
（
過
失
）
」
の
6
箇
所
に
つ
い
て
は
「
誤
植
・
誤
記
」
と
判
断
さ
れ
て
も
や
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
か
。
⑫
の
「
偶
」

の
字
立
日
は
「
レ
イ
」
の
み
で
あ
る
の
で
「
リ
」
と
読
む
に
は
無
理
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
校
訂
と
し
て
「
正
し
た
」
と
い
う
こ
と
は
、

「
用
字
は
そ
の
ま
ま
」
と
い
う
「
解
題
」
の
記
述
に
は
、
明
ら
か
に
反
す
る
こ
と
に
は
な
る
。

　
①
と
⑪
は
、
ル
ビ
の
問
題
だ
が
、
初
版
本
で
．
現
代
か
な
つ
か
い
」
と
同
じ
表
記
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
、
『
明
治
文
学
全
集
』
で
「
歴
史

的
か
な
つ
か
い
」
に
よ
る
表
記
に
変
え
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
点
を
見
て
も
、
ル
ビ
も
『
明
治
文
学
全
集
』
で
は
「
初
版
本
そ
の

ま
ま
」
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
「
解
題
」
に
あ
る
「
ル
ビ
を
統
一
し
な
か
っ
た
」
と
の
記
述
は
、
ル
ビ
を
「
初
版
本
そ
の
ま
ま
に
し
た
」

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
と
は
言
え
、
『
当
世
書
生
気
質
』
と
比
べ
る
と
、
比
較
的
校
訂
の
問
題
箇
所
は
少
な
い
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ
る
。
④
や
⑳
の
、
初
版
本
の
ル

ビ
「
に
ん
げ
や
う
」
「
に
よ
し
せ
う
」
な
ど
は
誤
記
と
見
る
の
が
妥
当
な
所
か
と
は
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ん
じ

　
そ
れ
で
も
、
は
っ
き
り
問
題
な
校
訂
だ
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
あ
る
。
例
え
ば
⑭
の
「
文
字
」
の
ル
ビ
の
場
合
、
『
明
治
文
学
全
集
』
で
「
ぶ

ん
じ
」
と
い
う
ル
ビ
に
変
え
て
い
る
の
は
不
適
当
な
校
訂
の
例
だ
ろ
う
。

⑩
の
箇
所
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
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⑩
格
子
の
も
と
に
た
・
ず
み
。
障
子
の
ひ
ま
よ
り
か
い
ま
み
る
に
。

「
浮
世
風
呂
」
か
ら
の
引
用
の
箇
所
だ
が
、
元
の
文
（
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
に
よ
る
）
を
見
て
も
句
読
点
の
あ



る
箇
所
で
あ
り
、
『
明
治
文
学
全
集
』
で
句
読
点
を
落
と
し
た
の
は
不
適
当
な
校
訂
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
単
な
る
ケ
ア
レ
ス
、
、
・
ス
か
。

　
一
方
、
⑲
の
箇
所
は
曲
亭
馬
琴
「
近
世
説
美
少
年
録
」
か
ら
の
引
用
で
、
「
説
経
弄
齋
梛
節
を
」
と
い
う
箇
所
の
「
説
経
」
と
「
弄
齋
」
の

間
に
、
初
版
本
で
は
句
読
点
を
付
け
た
と
い
う
も
の
だ
が
、
こ
ち
ら
は
元
の
文
（
『
叢
書
江
戸
文
庫
2
2
』
国
書
刊
行
会
に
よ
る
）
で
は
句
読
点

は
な
く
、
句
読
点
の
な
い
形
に
し
た
校
訂
も
や
む
を
得
な
い
か
。

　
表
に
挙
げ
た
以
外
に
も
、
下
巻
の
「
文
題
論
・
（
第
二
）
俗
文
体
」
中
の
、
「
左
に
為
永
派
の
人
情
本
の
抜
文
を
あ
ぐ
」
と
し
て
、
引
用
し

て
あ
る
文
の
後
の
箇
所
（
『
明
治
文
学
全
集
』
で
は
3
4
頁
末
）
に
、
初
版
本
で
は
三
松
亭
金
水
）
」
と
作
者
名
が
あ
る
（
下
巻
1
0
丁
裏
1
行
）

の
に
『
明
治
文
学
全
集
』
で
は
作
者
名
が
落
ち
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
、
『
当
世
書
生
気
質
』
の
場
合
と
比
べ
る
と
、
数
は
少
な

い
と
は
三
口
え
、
問
題
箇
所
は
や
は
り
あ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
点
を
見
て
も
、
「
解
題
」
の
記
述
と
実
際
の
校
訂
と
の
間
に
は
ず
れ
が
あ
り
、
近
代
語
研
究
資
料
と
し
て
見
た
場
合
、
『
明
治
文

学
全
集
』
本
文
の
扱
い
に
は
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

一59一

四
、
終
わ
り
に

　
明
治
前
期
作
品
の
、
近
代
語
資
料
と
し
て
扱
う
場
合
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
問
題
を
考
え
て
き
た
。

　
『
小
説
神
髄
』
や
『
当
世
書
生
気
質
』
の
校
訂
に
お
け
る
場
合
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
資
料
に
お
い
て
校
訂
の
手
が
入
っ
て
い
る
場
合
、
基

本
的
に
は
校
訂
者
を
評
価
、
信
頼
し
て
資
料
に
当
た
る
の
は
、
当
然
の
態
度
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
方
で
、
特
に
国
語
学
の
立
場
で
資
料
に
当

た
る
場
合
、
出
来
る
限
り
校
訂
資
料
に
は
頼
ら
ず
に
原
本
に
当
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
校
訂
資
料
の
場
合
、
そ
の
校
訂
の
方
針
が
ど
う
あ
れ
、

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。



（（2
））

（（43（
5
）

　
　
注

松
村
明
他
監
修
『
国
語
学
習
総
合
便
覧
』
（
旺
文
社
、
1
9
8
2
年
）
参
照
。

「
近
代
語
資
料
に
お
け
る
校
訂
の
問
題
と
資
料
性
　
　
　
坪
内
遣
遥
三
読
三
歎
当
世
書
生
気
質
』
の
場
合
ー
」
（
「
淑
徳
国
文
』
3
4
、
平
成
5
年

2
月
）
、
「
近
代
語
資
料
に
お
け
る
校
訂
の
問
題
と
資
料
性
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
坪
内
遣
遥
三
読
三
歎
当
世
書
生
気
質
』
を
見
な
が
ら
ー
」
（
『
愛

知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
』
2
1
、
平
成
1
0
年
3
月
）
等
参
照
。

「
現
代
語
研
究
の
た
め
に
　
1
明
治
期
以
降
の
著
作
物
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
l
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
平
成
5
年
1
0
月
号
）
。

平
成
1
0
年
春
季
国
語
学
会
で
の
増
井
の
研
究
発
表
「
近
代
語
資
料
に
お
け
る
校
訂
と
資
料
性
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
」
の
質
疑
応
答
の
場
に
お
い
て
「
『
明

治
文
学
全
集
』
の
本
文
は
初
版
本
本
文
に
忠
実
で
は
な
い
」
旨
を
明
言
さ
れ
た
。

注
3
の
文
献
で
の
記
述
参
照
。
「
〈
あ
お
し
ろ
い
〉
は
濁
点
が
落
ち
て
お
り
、
〈
あ
お
じ
ろ
い
〉
が
正
し
い
」
と
は
決
め
つ
け
ら
れ
な
い
。
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